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GERBTOOL・VisualCAM

プリント基板デザインルールチェック 

基板設計者にとって、基板設計完了後にデザインを変更する場合、変更する難しさ、それに費やす時

間が多大なことはよく存知していると思います。今日では生産向けの基板に限らず評価用試作基板に

おいても同じことがいえます。デザインルールチェックは基板設計におけるチェックの他、基板製造

業者へ依頼する前に非常に重要な作業となります。CADソフト上での DRC は主に電気的な接続が適

切に行われているかを確認し、CAMソフト上での DMCは基板が問題なく製造され、デザインが適切

か確認します。CAM ソフトでの DMC は製造する上で、さまざまな角度からのチェックを容易にし、

助けとなります。ここでは GerbTool＆VisualCAMでの DRCと DMC機能の手順を記載します。 

1 Analysis DRC/MRC 

GerbToolまたは Visual CAMおいて分析を行う前に、レイヤータイプが適切か確認を行って下さい。

確認は Navigatorウィンドウ、Dataタブをクリックして行います。 

メニューAnalysisから DRC/MRCを選択します。
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Run Name : 分析名。各分析に名前を付けることが可能。使用設定が保存されます。名前を設定しな

い場合は、日付、時間、が名前として記録されます。 

Passes  : 分析するレイヤー、分析項目の設定を組合せ名前を付け追加が可能。 

Layers to check : 分析するレイヤーにチェックし有効にします。 

Through-Hole Drill Layer: スルーホールレイヤ選択、ない場合は NONEを選択。 

In Window: このオプションが有効になっている場合、分析はウィンドウで選択した内部のみ実行さ

れます。 

Don’t Check items in Slect group: このオプションが有効になっている場合は、選択したグループ内

のすべての項目がスキップされます。 

Max Errors: レポートに含まれるエラー数の最大数。 

Save/ Load : 保存/読込み。保存することで、同じ基板にも使用。分析する項目を保存することで、異

なる業者への依頼や異なった基板に対しても対応が可能となります。 

Highlight Layer: 分析で見つかったすべてのエラーは、未使用のレイヤーにコピーされます。コピー

するレイヤーは予めレイヤーリストボックスから選択してご使用下さい。 

Run: 分析の実行 

２ Information Analysis 

分析結果は統計による分析となります。 

ユーザに位置情報がない場合においてこの分析は非常に役立ちます。

詳しくはGerbTool/ VisualCAM manual(Help)をご覧ください。 
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以下、分析の各タイプについて説明します。ここでは、分析の最も一般的なタイプを実行する方法を

記載します。 

３ Information Analysis 最小パターン幅・最小パターン間隔 

メニューAnalysisから DRC/ MRC メニューを選択します。Layers to Checkから一つレイヤーを選択

し右クリックメニューから Check ALLを選択します。または確認するレイヤーのみチェックを入れま

す。分析はMin Air Gap(最小エアギャップ)とMin Trace width(最小トレース幅)を有効にします。 

Run ボタンをクリックします。 
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分析完了後、下画面のようなメッセージが表示されます。Navigator ウィンドウにて Analysisタブを

クリックします。詳細は選択すると確認が可能です。

４ DRC プリント基板の発注前チェックリスト 

基板製造には一般的に DRC分析を一度行われてから製造されます。ここでは発注前のチェック項目の

詳細を確認します。メニューAnalysis から DRC/ MRCを選択します。Layers to Checkから分析す

るレイヤーを選択します。すべての分析を実行するには、Thru-HoleDrill Layerからドリルレイヤー

を選択します。 
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☑Pad /Pad, Pad/Trace, Trace/Trace

パターンの最小間隔をチェックするには上の項目にチェックを入れます。 

多くの基板製造会社は 0.1mm以上要求しています。初期設定では 0.2ｍｍです。 

Propertiesから数値を入力します。少数点位置は固定されていますので値のみを入力ください。 

☑Border

指定されたレイヤー(outline)から、設定した距離より近い項目のチェック。 

初期設定 0.5mm 

☑ Min PAD最小パッド（最小はドリル径プラス 0.35mm以上)

設定された値よりも、直径が少ないパッドのチェック 

初期設定 0.6〜0.65mm 

☑Min trace

最小パターンサイズ (通常パターン最小幅 0.12mm以上) 

☑Drill Annulus

ランドに穴をあけた後に 出来上がった Donutsの幅

設定は上記画の Donuts幅 0.15mm以上に設定します、設定を YESに設定すると、設定した値より小

さい値になると銅箔が無しとしてエラーが表示されます。逆にする場合はNoと設定します。 

☑Pad/Top Mask ☑Pad/Bot Mask

部品面・半田面 レジストマスク と パッドのクリアランスランスをチェックします。 

Propertiesではクリアランスの値を入力してください。 

0.15mm以上 0.15mm以上 

0.1mmの 

クリアランス



プリント基板デザインルールチェック

Page 6 GerbTool © ePRONICS Co.LTD 

☑Pad/Top Silk & Pad/Bot Silk

最小クリアランスを、部品面・半田面パッドと、部品面・半田面

シルクスクリーンレイヤーへ間で設定。このクリアランスルール

に違反している場合、シルクスクリーンは、パッド上へ印刷され

る可能性があります。 

修正は、メニューToolsから Fix SilkScreenを選択して行えます。 

Prooertiesから Yesを選択すると対象がシルクスクリーンレイヤ

ーではなく、マスクレイヤーと比較されます。 

通常クリアランスは 0.1mmに設定。 

ドリルデータチェック 

無駄なドリルデータがないか確認します。 

☑Missing Drill: パッド上にドリルデータがない

☑Coincident Drill : 同じ場所にあるが、異なるサイズのドリルデータがある

☑Redundant Drill : 同じ場所にあるが、異なるサイズのドリルデータがある

全ての項目を設定した後、DRCダイアログは下画面の様になります。 
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５ エラーチェック

Runクリックして実行を押すと左画面のメッセージが

表示、見つかったエラー数が表示されます。 

Navigator画面の Analysis タブをクリ

ックし確認します。例えば、左の画像に、

9エラーがあります。クリアランス違反

シルクとパッド間、エラーをクリックし

右クリックメニューからHighlighを選

択、画面上にて確認でき、選択状態のま

ま編集作業が行えます。シルクスクリー

ンレイヤーの変更の場合は次の手順で

編集します。 

メニューToolsから Fix Silkcreeen command を選択して修正します。

Fix Silkcreeen command の修正結果 

クリアランスルールに違反しているセグメントのみが削除されます。
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６ Other important checks. 

ここでは基板製造会社へ発注する前に多く使用される機能をご紹介します。GerbTool＆VisualCAMは、

製造に関わる根本的な DFF（基板加工を考慮した設計）の問題の分析が行えます。 

☑Copper Slivers：

銅スライバ領域の検出。基板から剥離しやすく、銅箔の狭い領域を検出します。  

左の画像のような違反を検出します。 

パラメータは、0.1mmを使用しています。 

☑Resist Slivers ;

銅スライバに似たスライバーレジスト。レジストスライバは、基板に付着した小さい領域となり、剥

がれ落ちることが考えられます。 

左の画像の様に検出

します。 

パラメータは 0.1mm

です。 
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☑Starved Thermals

サーマル領域不足。

サーマルパッドの接続が有効か、近すぎていないか、重複していないかを確認します。

指定された値より小さい場合は、エラーとして表示されます。 

下画面では 50パーセントに設定しています。 

設定値 Clear：0の場合、全てのクリアランスが保たれた状態

となり、1とした場合、少なくとも 1つのクリアランスが保た

れた状態でなければなりません。 


